
神奈川県では、県障害者自立支援協議会権利擁護部会が中心となり、平成29年
３月「障害者虐待対応事例集」を作成しました。

この事例集は、養護者による障害者虐待 ６事例、障害者福祉施設従事者等に
よる障害者虐待 ８事例、使用者による障害者虐待 ４事例の計18 事例につい
て、通報の受理から緊急性判断、事実確認調査、支援の実施といった対応経過
に沿った流れを掲載しています。

今回は、その中から「障害者福祉施設従事者等による障害者虐待」について、
事例７を取り上げ、職員研修等での活用例として作成しました。
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※ 「障害者」の定義について伝えて下さい。

【ポイント】
☞障害者手帳を取得していない方も含まれます。
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※養護者、障害者福祉施設従事者等、使用者の定義について伝えてください。

【ポイント】
☞障害者虐待防止法では、障害者虐待を、①養護者による障害者虐待、②障害者福
祉施設従事者等による障害者虐待及び、③使用者による障害者虐待の３つの種類
に分けています。
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※虐待の類型について伝えてくだい。

【ポイント】
☞障害者虐待防止法では、①身体的虐待、②性的虐待、③心理的虐待、④放棄・放
置、⑤経済的虐待の５つが虐待類型として示されています。
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※具体的な例を示しながら伝えてください。
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今回の事例は、短期入所施設における、小学校低学年の女児への虐待事例で
す。

短期入所施設は、障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業所であり、
障害者虐待防止法で対応することとなります。
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※障害福祉施設従事者等による障害者虐待の事例として、情報を伝えてくださ
い。

被虐待者（虐待を受けた人）は、小学校低学年で、身体障害（肢体不自由）と
知的障害のある女児です。

加害者は、50歳代で、短期入所施設の女性看護師です。

この看護師が女児に暴言を浴びせているのを目撃したとの匿名の通報が市町村
虐待防止センターに入った事例です。
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※障害福祉施設従事者等による障害者虐待の事例として、情報を伝えてくださ
い（想像で情報を付け加えて構いません）。

同居する母親の介護が必要となり、２０年間勤めた総合病院を退職し、看護師として夜勤の
ない当該事業所へ１年前ほど前から勤務しています。

 この１年間、同僚だった看護師２名が退職し、２ヶ月前から新しい看護師が１名配属されてお
り、その看護師へ指導するよう上司から言われています。

また、当該事業所は重度の障害者が多数おり、利用者への支援方法について、施設内で支
援検討会議等行うが、生活支援員と意見が合いません。
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※対応の経過を伝えてください。

障害者福祉施設従事者等による通報・届出窓口である、市町村障害者虐待防止
センターへ匿名で通報の電話が入りました。

内容は、「特定の看護師の言葉づかいがひどい。短期入所を利用している特定
の女児に暴言を浴びせているのを目撃した。頭を平手で叩いているのも見
た。」というもの。被害者については、女児で身体障害と知的障害がある子ど
もというのみで、氏名については確認できなかった。

【ポイント】
☞障害者福祉施設従事者等は、障害者虐待を発見しやすい立場にあることを自覚
し、障害者虐待の早期発見に努めなければならない（障害者虐待防止法（以下、
法）第６条）。

☞虐待を受けたと思われる障害者を発見した者は、速やかに通報しなければなら
ない（法第７条１項）。

☞障害者虐待の通報等を行った従業者等は、通報等をしたことを理由に、解雇そ
の他不利益な取り扱いを受けないこと（法第16条第４項）。（通報が虚偽であ
るもの及び一般人であれば虐待であったと考えることに合理性がない「過失」
による場合は除きます。）
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※対応の経過を伝えてください。

通報を受けた市町村障害福祉主管課は、通報等の内容を詳細に検討し、緊急性
の判断を行います。

まずは、被害者を守ることが１番です。

この事例では、この段階で被害者、加害者が不明なため、施設に当面の短期入
所利用予定を確認することとしました。

被害者は短期入所を利用している女児だという通報内容であったため、市町村
障害福祉主管課から施設の管理者へ連絡し、今日以降の短期入所利用の予定を
確認したところ、短期入所の予定は５日後までないとのことを確認しました。

通報内容どおり被害者が短期入所利用者であれば、５日間は被害の可能性はな
いと判断しました。
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※対応の経過を伝えてください。

市町村障害福祉課職員３名（課長補佐、保健師、ケースワーカー職）が施設を
訪問し、施設の管理者、サービス管理責任者、看護職員その他の支援員等から
聴き取り調査を行いました。

聴き取り調査の結果、利用者への言葉づかいの悪い看護職員がおり、以前から
管理者や看護主任から注意しているものの、なかなか改善がみられていないこ
とが判明しました。また、加害者以外の職員による暴力や暴言はないことが確
認されました。

【ポイント】
☞障害者総合支援法では、市町村・都道府県が同法に基づく職務権限で立ち入り
調査を行った場合に、虚偽の報告若しくは虚偽の物件の提出、虚偽の答弁等を
行った者を30万円以下の罰金に処すことができると規定されています（障害者
総合支援法第110条、第111条）。
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※調査内容を伝えてください。

事業所及び市町村障害福祉主管課の調査により、短期入所利用中の本人に対し、
看護師が頭を叩く、「バカ」「そんなことしてたらブスになるよ」など暴言を
吐くなどの虐待を繰り返していたことが判明した。
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※グループワークのルールを伝えてください。

グループメンバーとの意見の違いを知りましょう。ひとそれぞれ意見が違うの
は当たり前です。

グループメンバーと協力し、人任せにしないようにしましょう。積極的に発言
してください。

一人で話をし続けないようにしましょう。他のグループメンバーも話せるよう
に１人２分間を意識しましょう。

セッションの時間を意識しましょう。お互いのやりとりを楽しみましょう。

行き詰った時は 落ち着くためにも深呼吸し、一呼吸おきましょう。

笑顔や拍手を大切にしましょう。笑顔で話を聞くことを心掛け、1人が話し終
わったら拍手をしましょう。
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※①から⑥について、各グループごと1人1人に話してもらいます。

※ひと通り話し終えたら、次へ進みます。
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※事実確認の結果を伝えてください。

加害者とされる看護職員へ聴き取りしたところ、「自分はきつい言い方をして
しまう性格である。上司から注意されたため最近は丁寧な言葉づかいを心がけ
ているが、特定の短期入所利用者に対しては、どうしても厳しい言い方をして
しまう。本人がこちらの言うことを聞かずゆっくりと動いたり、顔をしかめた
りするとつい言葉が荒くなってしまう。」と通報内容を認める説明がありまし
た。

また、加害者は「本人が言うとおりに動かないときに、たしなめるために発言
した。」と釈明しました。

市町村障害福祉課は、加害者が女児に対して、頭を平手で叩く身体的虐待と
「バカ」などと暴言を浴びせる心理的虐待を行ったと認定し、県に報告しまし
た。
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※評価すべき点と課題点、反省点などを伝えてください。

この事例の評価すべき点として、匿名の通報であり、当初は被害者の氏名も分
からなかったが、事業所に調査を実施し、加害者と被害者の特定することがで
きました。

また、課題点、反省点として、事業所は加害者の暴言などの不適切な行為に気
づいており、指導していたが市町村虐待防止センターへの通報には至っていま
せんでした。

【ポイント】
☞繰り返しになりますが、虐待を受けたと思われる障害者を発見した者は、速や
かに通報しなければならない（法第７条１項）とされています。
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※⑦から⑩について、各グループごと1人1人に話してもらいます。

＜⑧例＞
 イライラした時は、ひとまず深呼吸をするようにしている。
 誰に見られてもいい支援をしている。
 複数の職員で支援するようにしている。
 相手がどう思うか考えてから、言葉にするようにしている。など

＜⑨例＞
 職員同士、話しやすい雰囲気づくりをしている。
 困った時に、職員同士で協力できるようにしている。
 月１回程度、短時間であるが、研修の機会を設けている。
 実習生を受け入れている。
 利用者家族の集う場を設けている。など

【ポイント】
☞⑧と⑨について、いくつかのグループに発表してもらうなど、日頃行っている
よい支援（事業所の強み）を共有することで、受講者同士が前向きな気持ち
になれることが大切です。
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※事例の総括を伝えてください。

虐待の判断にあたって、加害者側の自覚は問いません。「しつけのために叩
いた」とか「（他害行為がある障害者に対して）暴力はいけないことだと分から
せるために叩いた」などと加害者が主張するケースがありますが、叩く行為は
身体的虐待、暴言を浴びせることは心理的虐待に該当します。

障害者虐待防止や権利擁護の重要性について、一部の幹部職員や支援職
員だけが認識しているだけでは不十分です。雇用形態や職種にかかわらず、
障害者の支援にかかわる全ての職員が虐待防止の重要性について理解して
いなければなりません。
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※重要な点として伝えてください。

知的障害等で言葉によるコミュニケーションを行うことが難しい人は、多くの場合職
員から行われた行為を説明することができないため、仮に虐待を受けた場合でも、
そのことを第三者に説明したり、訴えたりすることができません。

また、入所施設で生活した経験のある障害者の中には、「いつも、職員の顔色を見
て生活していた。例えば、食事や排せつに介助が必要な場合、それを頼んだ時に職
員が気持ちよくやってくれるのか、不機嫌にしかやってもらえないのか、いつも職員
の感情を推し量りながら頼んでいた。」と言う人もいます。

さらに、サービスを利用している障害者の家族も、「お世話になっている」という意識
から、障害者福祉施設等に不信を感じた場合でも、「これを言ったら、疑い深い家族
と思われないだろうか。それぐらいなら我慢しよう。」と、障害者福祉施設等の職員に
対して、思っていることを自由に言えない立場に置かれていることが考えられます。
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※他の事例があります。障害者虐待対応事例集をご活用ください。
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※県内の各市町村虐待防止センターの連絡先一覧について周知してください。

※通報先は、利用者の支給決定市町村になります。
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